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1. 四半期財務情報の作成等に係る事項 
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 

税金費用の算出に、年間予測税率を用いた簡便な方法を採用しております。 

その他影響の僅少なものについて、一部簡便な方法を採用しております。 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無 

 
2. 平成 19年 3月期第 1四半期財務・業績の概況（平成 18年 4月 1日～平成 18年 6月 30日） 

（1） 経営成績（連結）の進捗状況  （注）金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期（当期） 
純 利 益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
19年 3月期第 1四半期 24,263 ― △317 ― △284 ― △234 ―

18年 3月期第 1四半期 ― ― ― ― ― ― ― ― 
（参考）18年 3月期 151,859 △2.8 △1,192 ― △713 ― △810 ― 
 

 1株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜在株式調整後  
1株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円 銭 円 銭 
19年 3月期第 1四半期 △5.23 ― 
18年 3月期第 1四半期 ― ― 
（参考）18年 3月期 △18.06 ― 
（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 

ただし四半期財務情報の開示は当四半期から実施しているため、前年同四半期実績および対前年同四半期増減率は

表示しておりません。 

 
［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 

 当四半期における連結受注工事高につきましては、官庁工事が減少したものの民間工事が増加したこと

により、前年同四半期比 29.4％増の 385億 6千 4百万円となりました。 

 当四半期の連結業績につきましては、完成工事高 242億 6千 3百万円、経常損失 2億 8千 4百万円、四

半期純損失 2億 3千 4百万円となりました。 

 なお、当社グループの完成工事高は、通常の営業形態として、上半期に比べ下半期に完成する工事の割

合が大きいため、連結会計年度の上半期の連結売上高と下半期の連結売上高とに著しい相違があり、上半

期と下半期の業績に季節的変動があります。  
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（2） 財政状態（連結）の変動状況   

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 1株当たり 
純  資  産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭 
19年 3月期第 1四半期 128,598 46,131 35.7 1,026.39 
18年 3月期第 1四半期 ― ― ― ― 
（参考）18年 3月期 130,362 47,402 36.4 1,054.52 
（注）四半期財務情報の開示は当四半期から実施しているため、前年同四半期実績は表示しておりません。 

 
【連結キャッシュ・フローの状況】  

 営 業 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期 末 残 高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 
19年 3月期第 1四半期 2,314 △93 △1,022 24,334 
18年 3月期第 1四半期 ― ― ― ― 
（参考）18年 3月期 1,072 1,824 △2,539 23,139 
（注）四半期財務情報の開示は当四半期から実施しているため、前年同四半期実績は表示しておりません。 

 
［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 

  当四半期末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ、11億 9千 5

百万円増加し、243億 3千 4百万円となりました。 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当四半期末における営業活動に係る資金収支は、売上債権の回収および未成工事受入金の増加により

23億 1千 4百万円の資金の増加となりました。 

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当四半期末における投資活動に係る資金収支は、固定資産の売却収入があったものの 9 千 3 百万円の

資金の減少となりました。 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当四半期末における財務活動に係る資金収支は、配当金の支払、および長期借入金の返済により、10

億 2千 2百万円の資金の減少となりました。 

 

2 



 
［参考］ 

平成 19年 3月期の連結業績予想（平成 18年 4月 1日～平成 19年 3月 31日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 
中 間 期 62,000 △1,080 △740 
通   期 145,000 1,450 780 
（参考）1株当たり予想当期純利益（通期） 17円 35銭 

 
平成 19年 3月期の個別業績予想（平成 18年 4月 1日～平成 19年 3月 31日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 
中 間 期 60,000 △1,050 △720 
通   期 140,000 1,400 750 
（参考）1株当たり予想当期純利益（通期） 16円 68銭 

 
［業績予想に関する定性的情報等］ 

 業績予想につきましては、連結業績予想、個別業績予想ともに、平成 18年 5月 18日に公表した業

績予想から変更はありません。 

 （注）上記の予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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1. （要約）四半期連結貸借対照表    
（単位：百万円） 

当四半期 （参考） 
前連結会計年度 

（平成 18年 6月 30日） （平成 18年 3月 31日） 科目 

金額 金額 
（資産の部）   
流動資産   

現金及び預金 24,561 23,166 
受取手形及び完成工事未収入金 44,290 54,873 
未成工事支出金等 31,345 22,360 
その他 6,528 6,664 

流動資産合計 106,726 107,064 
固定資産   

有形固定資産 3,649 3,700 
無形固定資産 570 655 
投資その他の資産 17,651 18,942 

固定資産合計 21,871 23,297 
資産合計 128,598 130,362 

（負債の部）   
流動負債   

支払手形及び工事未払金 44,166 49,353 
短期借入金 7,600 7,721 
未成工事受入金 17,656 12,322 
その他 8,144 7,559 

流動負債合計 77,568 76,956 
固定負債 4,898 5,843 

負債合計 82,467 82,800 
（純資産の部）   
株主資本   

資本金 4,479 ― 
資本剰余金 4,782 ― 
利益剰余金 32,850 ― 
自己株式 △515 ― 

株主資本合計 41,596 ― 
評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 4,392 ― 
為替換算調整勘定 △19 ― 

評価・換算差額等合計 4,373 ― 
少数株主持分 160 ― 

純資産合計 46,131 ― 
負債、純資産合計 128,598 ― 

（少数株主持分）   
少数株主持分 ― 158 

（資本の部）   
資本金 ― 4,479 
資本剰余金 ― 4,782 
利益剰余金 ― 33,581 
その他有価証券評価差額金 ― 5,093 
為替換算調整勘定 ― △23 
自己株式 ― △511 

資本合計 ― 47,402 
負債、少数株主持分及び資本合計 ― 130,362 
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2. （要約）四半期連結損益計算書     
（単位：百万円） 

当四半期 （参考） 
前連結会計年度 

（自 平成 18年 4月 1日 （自 平成 17年 4月 1日 
至 平成18年6月30日) 至 平成18年3月31日) 

科目 

金額 金額 
   
完成工事高 24,263 151,859 
完成工事原価 22,101 143,639 
完成工事総利益 2,161 8,220 

販売費及び一般管理費 2,479 9,412 
営業損失 △317 △1,192 

営業外収益 132 707 
営業外費用 99 229 
経常損失 △284 △713 

特別利益 25 944 
特別損失 4 1,231 
税金等調整前四半期（当期）純損失 △263 △1,000 

税金費用 △33 △233 
少数株主利益 5 43 
四半期（当期）純損失 △234 △810 
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3. （要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書   
（単位：百万円） 

当四半期 （参考） 
前連結会計年度 

（自 平成 18年 4月 1日 （自 平成 17年 4月 1日 
至 平成 18年 6月 30日) 至 平成 18年 3月 31日) 

区分 

金額 金額 
営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期（当期）純損失 △263 △1,000 
減価償却費 99 377 
受取利息及び受取配当金 △82 △126 
支払利息 41 195 
売上債権の増減額 10,649 3,822 
未成工事支出金の増減額 △8,977 2,957 
仕入債務の増減額 △5,186 △7,172 
未成工事受入金の増減額 5,333 5 
その他 773 3,004 

小計 2,387 2,064 
利息及び配当金受取額 82 126 
利息支払額 △44 △196 
法人税等の支払額 △112 △921 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,314 1,072 
投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △200 △0 
固定資産の取得による支出 △20 △670 
固定資産の売却による収入 113 2,699 
投資有価証券の取得による支出 △0 △746 
投資有価証券の売却による収入 0 701 
その他 13 △159 

投資活動によるキャッシュ・フロー △93 1,824 
財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 1,350 20,313 
短期借入金の返済による支出 △1,250 △20,626 
長期借入れによる収入 100 1,962 
長期借入金の返済による支出 △719 △3,434 
配当金の支払額 △497 △719 
その他 △5 △34 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,022 △2,539 
現金及び現金同等物に係る換算差額 △3 69 
現金及び現金同等物の増加額 1,195 426 
現金及び現金同等物の期首残高 23,139 22,712 
現金及び現金同等物の期末残高 24,334 23,139 
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4. 受注工事高の状況 

 
（1） 連結受注実績 

（単位：百万円） 

区分 平成 19年 3月期 
第 1四半期 

平成 18年 3月期 
第 1四半期 比較増減 増減率 

電 気 工 事 8,107 （ 21.0 %) 5,816 （ 19.5 %) 2,291 39.4％ 

空調衛生工事 30,456 （ 79.0 ) 23,993 （ 80.5 ) 6,462 26.9％ 

合計 38,564 （ 100.0 ) 29,810 （ 100.0 ) 8,753 29.4％ 
（うち海外工事） 2,799 （  7.3 ) 1,441 （ 4.8 ) 1,358 94.3％ 

（注）（）内のパーセント表示は、構成比率 

 
（2） 個別受注実績 

（単位：百万円） 

区分 平成 19年 3月期 
第 1四半期 

平成 18年 3月期 
第 1四半期 比較増減 増減率 

電 気 工 事 7,742 （ 21.0 %) 5,505 （ 19.0 %) 2,237 40.6％ 

空調衛生工事 29,051 （ 79.0 ) 23,521 （  81.0 ) 5,530 23.5％ 

合計 36,794 （ 100.0 ) 29,026 （ 100.0 ) 7,768 26.8％ 
（うち海外工事） 1,595 （ 4.3 ) 1,320 （ 4.5 ) 275 20.9％ 

（注）（）内のパーセント表示は、構成比率 
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